








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の last word は何かと問われるならば、そのようなものはないと答えよ
う。あえてあげるならば、いま述べたこと自体である（９）。
注
本章において『饗宴』等のプラトン著作を扱うさいの原典は J. Burnet 


















いうことが必ずしも（データ的に見て）出来ていない（cf. R. de Sousa 
Love A Very Short Introduction 2015 P.65）。なお、いま掲げた de Sousa
の本は哲学の愛の研究では現在の主流派からはずれたものだが、そのた
めに、短いものであるにもかかわらず学界にとっての意味のある本に
なっていると言える。R. Solomon et al. ed. The Philosophy of Erotic Love 
1991 のような論集があるものの、de Sousa、Solomon などの研究は今
日では非主流派扱いと言える（主流派の源流として扱われているのは、
Velleman, J. D., 1999, “Love as a Moral Emotion”,Ethics, 109:338–74、
Badhwar, N. K., 2003, “Love”, in H. LaFollette (ed.), Practical Ethics, 














判的見地に親近性をもつ指摘としては、cf. J. Kekes How Should We Live 










ア王』は nothing を patience とともにキーワードにして展開されている
が、第七章では patience がきわめて重要な役割を演じることになる。も
う一つ付け加えると、第七章のタイトルは「門」である。）
九九
